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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・山崎アヤ様の退院調整について
H27.5.18（月）14：00退院予定。
サービス：ひまわり苑　デイサービス（週3回　火・木・土）

初外来日：病棟調整中（あわせて退院時処方をお願いします）

　　　　　たなぶ整形外科には週2回通院予定

退院時書類：サマリー１部（ひまわり苑居宅介護支援事業所　曽我様宛）
※退院時にご家族に渡してください。
今後は次男がキーパーソンとなり、援助をしていく予定。入院前は非協力的であったが、現在は通院への協力や、自宅を改装する等の協力が得られている。上記について、本人も了承しており、「息子たちに迷惑をかけないようにしたい」と話されていたとのことです。

・第１回昇格試験について
申込みは総務またはＳＧＭ、ＴＯＬに申し込んで下さい。
試験日程： ５月２５日(月)～５月２７日(水)　３日間
場　　所： メンタルケア病棟３階会議室
試験時間： １７：３０～１８：３０（６０分）
申込期限： ５月１４日（木）～５月２０日（水）ＰＭ１７：００まで
試験対象：中級試験受験資格者
※受験申込は期日内に行うようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・木村　洋子様～本日朝食後に嘔吐あり。主治医診察、メネシットの副作用が考えられるため中止となっています。経過観察して下さい。

· 大里　光子様～幻聴続いており主治医診察、エビリファイが処方となっています。

· 加藤　京子様～昨日胸腹部Ｘ-Ｐ、胸部ＣＴ検査施行。結果胸水、腹水の貯留が認められています。
　　　　　　　　　家族へ連絡し今後の治療方針について確認することとなっています。また、発熱続いており酸素飽和度も80～90％となっています。主治医診察しインスリンの単位が明日朝より増量、発熱時、酸素飽和度低下時の予測指示を受けています。また酸素飽和度を3検で測定することとなりました。
· 波岡　助千代～施設入所を申し込んでいますが、空きがなくすぐに入所できない状態です。そのた　　

め南山苑への入所をすすめる事となっています。

· 中村　みつ様～体重測定を毎朝７時に行って下さい。臨時薬が同内容で処方となっています。

· 下道　重雄様～主治医診察、ニュープロパッチが減量となっています。

· 倉舘　俊照様～臨時薬が同内容で処方となっています。

＜症例検討会＞

患者様氏名：藤ヶ森　末太郎様

主　病　名：アルツハイマー型認知症　（アルコール依存症）
身体合併症：気管支喘息　高血圧症

入院年月日：H27年4月9日

入院形態：任意入院

＜現病歴＞

若年時より多量飲酒あり。徐々に酩酊時に粗暴的となり、警察に連れられて帰宅したりしていた。また、飲酒のために持病が悪化して救急搬送されたり、迷惑行為が見られるようになる。何度も断酒を試みてきたが失敗していた。H20年に妻様が死去して単身生活となり、非飲酒時にも易怒的となったり粗暴行為が見られたりしていた。H25年後半から認知機能低下が見られるようになる。H26年12月に東八戸病院を初診し、アルコール依存症・アルツハイマー型認知症と診断されたが、断酒できず連続飲酒状態となっていた。H27年3月19日同院より当院認知症疾患センターへ相談あり、4月9日に当院初診。精査加療、環境調整目的にて当院1回目の入院となる。（任意入院）

＜入院後の経過＞
東病棟Bユニットに入院後、くしゃみ・鼻汁等の症状があり、気管支拡張薬の吸入薬と錠剤が増量となっていた。また、入院時から4月17日頃にかけて1日に1回程度の呼吸苦の訴えあり、予測指示の吸入を行っていた。ご本人が吸入回数を確実に実施出来ない事もあり、吸入確認と酸素飽和濃度測定を施行していたが、その後は呼吸器症状は徐々に改善している。4月22日に療養環境変更の為、南Bユニットに移動となる。ADLは自立しているが吸入薬はセッティング介助を要している。時々もの忘れあり、スタッフが介入して解決している。易怒性はなく穏やかに過ごされている。

＜看護方針及び退院支援計画＞
入院までの飲酒による問題行動と、もの忘れ等の認知症状の為に生活への支障があり、独居が困難である。今後、市内のグループホームへの入所を御家族は希望しており、ご本人も了承されている。

＜伊藤Ｄｒより、今後について＞
・家族面談を設定し、２ヶ月以内で施設入所ができるよう、又、本人が納得できるように話を進める。
・介護度が現在、要支援1。区分変更を御家族へ以前依頼していたので、ＳＷから進行状況の確認を行う。
・喘息がある為、発作時は予測の吸入を使用し様子をみていくように。
